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プラットフォーム：人をつなげる「場」

多様なビジネスモデル：

• 無料ビジネス
• 多彩な料金設定

世界各国の規制：

• 🇪🇺デジタル市場法
• 🇺🇸イノベーション選択法案
• 🇯🇵取引透明化法

巨大プラットフォームの台頭：

• GAFAM等による寡占化
• 競合の排除・自己優遇
• アプリストアを巡る訴訟



プラットフォーム：自分の研究

ビジネスモデルの研究：

• フリーミアムビジネス[6]
• Eコマースの価格設定[2][7]

政策実務への還元：

• 公取CPRC客員研究員[8][9]
• 総務省情報通信経済研究会

巨大プラットフォームの研究：

• プラットフォーム寡占[1][5]
• 自己優遇の経済分析[4] 
• アプリ市場の経済分析[3]

これから紹介



アプリ市場の経済分析：背景

•アプリ市場：デジタル経済の最重要分野
• インターネットサービス利用の最大インフラ

•さまざまな政策課題：
• アプリストアの手数料は適正か？
• プライバシー規制のビジネスモデルへの影響は？
• アプリの合併が消費者に与える影響は？

•データと理論を用いたシミュレーションで課題を検討する

今日のトピック



アプリ市場の経済分析：課題

• Q：アプリストアの手数料30%は適正か？
• 「アップル税」：ダウンロード&課金収入への30%手数料
• 各国政府で手数料への介入が議論

• 標準的な市場→手数料は商品価格に転嫁される→低いほど低価格に

• アプリ市場では数多の要素の考慮が必要：
oアプリ事業者のビジネスモデルへの影響は？
oアプリ事業者の参入退出への影響は？
oウェブなどの外部サービスとの競合関係は？

今回の焦点



シミュレーションに用いるモデル

• 消費者は以下の、アプリ利用の便益が最も大きいアプリを使用する：

• アプリ事業者は①アプリ料金と②広告表示量を決める
• 広告収益型
• 料金収入型
• 組み合わせ

• Androidアプリの2015-2017年のデータを用いてモデルを推定＆分析
• 本日はコミュニケーションアプリとゲームアプリの例を紹介

アプリ利用の便益

＝ 品質＆好み－アプリ料金－広告表示量



手数料減額シミュレーション①

コミュニケーション(ニュース・SNS)アプリへの影響は標準的＆微少

広告ほぼ変化なし 価格小↓
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手数料減額シミュレーション②

ゲームアプリでは手数料減がビジネスモデルの変化を誘発
→有料アプリ増加（広告減&価格増）

広告↓ 価格↑

手数料率
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アプリ市場の経済分析：結論

• アプリ事業者の多様なビジネスモデルの重要性
• 手数料↓＝価格↓は成立しない
• アプリ市場の規制には慎重な検討が必要

• その他の論点も検証する必要あり
• アプリ事業者の参入・退出
• 外部の競合サービスとの関係

• より豊かな分析には追加のデータが必要
• 購入すると数百〜数千万円のオーダー
• 大型研究費もしくは官学or産学の連携
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